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 考えさえすれば みちはひらける  

兵（つわもの）どもが夢の跡 

 

 

東
郷
渋
谷
氏
の
ル
ー
ツ
は
、
日
本

の
氏
族
の
一
つ
。
相
模
渋
谷
氏
は
渋

谷
宗
家
で
相
模
国
高
座
郡
渋
谷
荘
に

よ
り
本
貫
地
の
渋
谷
を
苗
字
と
し

た
。
現
在
の
神
奈
川
県
大
和
市
・
藤

沢
市
・
綾
瀬
市
一
帯
を
本
拠
と
す
る

一
族
。
現
東
京
都
渋
谷
区
一
帯
も
領

地
で
あ
っ
た
。 

 

渋
谷
光
重(

相
模
綾
瀬
市
早
川)

は
、
宝
治
合
戦(

１
２
４
７
年)

の
戦

勝
恩
賞
に
よ
り
、
鎌
倉
幕
府
よ
り
薩

摩
国
５
地
区
を
下
賜
さ
れ
、
長
男
重

直
を
相
模
に
残
し
、
次
男
実
重(

東

郷
氏)

、
三
男
重
保(

祁
答
院
氏)

、
四

男
重
諸(

鶴
田
氏)

、
五
男
定
心(

入
来

院
氏)

、
六
男
重
貞(

高
城
氏)

を
下
向

さ
せ
た
。 

１
２
４
８
年 

初
代
実
重(

東
郷
氏)

は
、
車
内(

現
田
海
町)

に
館
を
置
い

た
。
こ
の
地
に
館
を
置
い
た
の
は
、

当
時
、
鎌
倉
御
家
人
で
在
地
郡
司 

 
こ
の
度
、
鹿
児
島
信
用
金
庫
「
そ
う
し
ん
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
」
の
支

援
で
、
鶴
ケ
岡
城(

渋
谷
氏
居
城)

の
史
跡
案
内
矢
印
２
枚(

国
道
２
６
７
号
斧

渕
橋
袂
・
鶴
ケ
岡
城
現
地)

、
城
郭
案
内
表
示
板(

旧
谷
ノ
口
公
民
館
跡
地)

を

設
置
し
ま
し
た
。 

大
前
氏(

お 

お
く
ま
し) 

が
斧
渕
城
を 

本
拠
に
大
き 

な
勢
力
を
保 

し
て
お
り
、 

そ
の
勢
力
に 

対
抗
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
入
部
し
た
渋

谷
氏
に
対
し
、
始
め
は
事
を
構
え
な
か

っ
た
が
、
５
代
重
親
が
家
督
を
継
承
す

る
と
反
抗
姿
勢
に
転
じ
、
抗
争
を
展
開

し
た
が
、
富
強
を
誇
る
大
前
氏
を
屈
服

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
家
督
を
弟
の

氏
重
に
譲
り
、
徳
治
３
年(

１
３
０
８

年)

９
月
２３
日
渕
脇
山
土
穴
に
入
り
憤

死
。
憤
死
跡
の
近
く
に
、
重
親
の
仰
霊

の
碑
が
現
地
に
存
し
、
碑
の
文
字
は
東

郷
平
八
郎(

渋
谷
氏
の
子
孫)

の
書
で
、

当
時
、
武
村
長
の
依
頼
で
書
し
た
こ
と

が
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 
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そ
の
後
、
６
代
氏
重
の
代
に
鎌
倉
幕
府

が
滅
亡
、
氏
重
は
元
弘
３
年(

１
３
３
３

年)

上
洛
し
、
足
利
尊
氏
の
直
々
の
家
来
と

な
っ
た
。
南
北
朝
時
代
・
戦
国
時
代
を
経

て
文
明
１７
年(

１
４
８
５
年)

１２
代
重
理

は
、
薩
州
島
津
氏
と
抗
争
、
跡
を
継
い
だ

１３
代
重
信
は
高
城
を
掌
中
に
お
さ
め
、
弟

重
高
に
高
城
を
守
ら
せ
、
重
高
は
妹
背
城

に
入
り
、
高
城
氏
を
称
し
、
東
郷
氏
流
初

代
高
城
氏
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
島
津
家

一
族
の
内
紛
、
あ
る
い
は
一
族
と
の
抗
争

を
繰
り
返
し
、
第
１７
代
重
虎(

島
津
家
家

久
次
男)

が
１
５
８
７
年
島
津
に
没
収
さ
れ

る
ま
で
、
鎌
倉
時
代
～
南
北
朝
～
室
町
～

戦
国
時
代
に
か
け
約
３
４
０
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
東
郷
の
地
を
統
治
し
た
。
そ
の

居
城
で
あ
る
鶴
ケ
岡
城
は
、
別
名
東
郷
城

と
も
い
い
、
三
ケ
郷
の
高
さ
約
５０
ｍ
南
北

１
㎞
、
周
囲
４
㎞
の
丘
陵
地
に
存
し
、
東

は
樋
渡
川
、
西
は
田
海
川
に
挟
ま
れ
た
一

大
城
跡
で
あ
る
。
本
丸
と
二
の
丸
を
核
に

国
見
城
・
山
崎
城
・
南
城
・
高
城
・
川
原

城
と
多
く
の
城
を
有
し
、
入
口
は
、
石
坂

口
、・
谷
ノ
口
・
大
手
口
・
家
吉
口
・
白
岩

口
・
山
居
口
・
池
田
口
と
、
複
雑
な
地
形

を
利
用
し
て
の
城
郭
は
、
郡
内
古
城
中
、

最
も
広
大
な
地
積
を
占
め
、
巧
み
に
土
塁

を
施
し
、
専
門
家
の
間
で
有
数
の
山
城
と

称
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

遥
か
昔
の
兵
ど
も
の
夢
の
跡
を
た
ど

り
、
歴
史
を
後
世
に
継
承
す
る
こ
と
は
、

今
、
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
感
じ
ま
す
。
幸

い
に
し
て
、
学
識
経
験
者
を
中
心
に
、
歴

史
を
語
る
会
が
発
足
す
る
運
び
で
す
。 

《
五
社
神
社
》
渋
谷
氏
下
向
の
際
、
相
模

か
ら
歓
請
し
た
五
社
を
各
地
に
分
霊(

第

１
社
伊
勢
大
神
～
東
郷
渋
谷
氏
・
第
２
社

八
幡
大
菩
薩
～
祁
答
院
氏
・
第
３
社
春
日

大
明
神
～
鶴
田
氏
・
第
４
社
加
茂
大
明
神

～
入
来
院
氏
・
第
５
社
建
比
大
明
神
～
高

城
氏)

。
年
代
に
つ
い
て
諸
説
あ
る
が
、
五

社
明
神(

五
社
下)

は
１
２
５
０
年
建
立
、

渋
谷
荘
の
五
社
を
分
祀
し
た
、
薩
摩
国
５

渋
谷
氏
の
総
社
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

《
諏
訪
神
社
》
９
代
重
明
が
渋
谷
一
族
の

守
護
神
と
し
て
、
明
徳
３
年 (

１
３
９
２ 

年)

に
創
建
し
た
。 

 

鶴
ケ
岡
城
郭
案
内
板 

設
置
を
機
に
、
史
跡
豊
富 

な
渋
谷
一
族
の
鶴
ケ
岡
城 

を
始
め
、
五
社
神
社
を
含
む 

数
々
の
歴
史
群
を
散
策
さ
れ
、 

悠
久
の
ロ
マ
ン
に
触
れ
て
い 

た
だ
け
れ
ば
幸
い 

に
存
じ
ま
す
。 

諏
訪 

六
雄 
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自
助
・
共
助
の
す
す
め 

～
自
主
防
災
避
難
訓
練
の
開
催
に
つ
い
て 

９
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
接
近
し
た
台
風
１０
号
で
は
、
皆
様 

の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
、
ご
近
所
で
の
声
か
け
等
、
助
け
合
い 

が
最
大
限
に
活
か
さ
れ
、
斧
渕
の
絆
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
の
台
風
は
、
発
生
当
初
よ
り
大
き
な
災
害
が
予
想
さ
れ
、
不
安 

を
募
ら
せ
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
い
つ
発 

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
大
災
害
に
備
え
、
地
区
自
主
防
災
避
難
訓 

練
を
実
施
し
ま
す
。 

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
る
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
参
加
人
員
を
限
定
、
災
害
発
生
時

の
行
動
確
認
を
行
う
机
上
訓
練
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

住
民
の
皆
様
は
、
薩
摩
川
内
市
発
行
の
防
災
マ
ッ
プ
等
で
、
お
住
ま
い
の 

場
所
が
安
全
な
場
所
か
、
避
難
す
る
場
所
や
ル
ー
ト
等
を
、
今
一
度
ご
確
認 

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

訓
練
実
施
日
時 

１１
月
８
日
（
日
）
９
時
～
１２
時 

第
１０
回
お
の
ぶ
っ
祭
記
念
大
会 

 
令
和
３
年
２
月
２８
日
（
日
）
開
催
決
定
！ 

 

あ
ら
ゆ
る
行
事
が
中
止
と
な
り
、
物
足
り 

な
さ
を
感
じ
て
い
る
あ
な
た
、
み
ん
な
で 

笑
顔
に
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

今
年
度
１０
年
目
を
迎
え
る
お
の
ぶ
っ
祭
が
、
今
回

限
り
の
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
、
地
区
の
皆
さ
ん
を
笑
顔

に
し
ま
す
。 

今
後
、
実
行
委
員
会
で
内
容
の
検
討
、
記
念
大
会
成

功
に
向
け
て
の
準
備
に
入
り
ま
す
が
、
皆
様
の
元
へ
届

く
お
知
ら
せ
に
ご
注
目
い
た
だ
き
、
地
区
全
員
で
祭
り

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！  

使
わ
な
く
な
っ
た
電
球
に 

光
を
与
え
ま
せ
ん
か
？ 

 

今
年
も
旧
東
郷
小
学
校
壁
面
に
、
年

末
年
始
を
彩
る
『
お
の
ぶ
ち
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
』
を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

 

ご
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
電
飾
を

提
供
い
た
だ
け
る
方
は
左
記
連
絡
先
ま

で
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

 

た
く
さ
ん
の
お
電
話
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

《
連
絡
先
》 

斧
渕
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

電
話 

４２
―
０
８
６
４ 

 
 

十
月
の
行
事
予
定 

十 

日
（
土
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
日 

東
郷
学
園 

十 

三 

日
（
火
）
体
育
部
長
会 

 
 

 
 

 

東
郷
公
民
館 

１９
時 

十 

五 

日
（
木
）
地
区
自
主
防
災
会
議 

 
 

ア
ミ
テ
ィ 

１９
時 

二
十
一
日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

  
 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

二
十
三
日
（
金
）
★
食
育
体
験
『
稲
刈
り
』 

東
郷
幼
稚
園
園
庭 

  
 

今
後
の
行
事
予
定 

十
一
月
一
日

（
日
）
★
梅
桜
堤
＆
川
内
川
河
川
敷 

草
払
い 

 

８
時 

二 

日
（
月
）
★
食
育
体
験
『
脱
穀
』 

 

東
郷
幼
稚
園
園
庭 

四 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

  
 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

八 

日
（
日
）
地
区
自
主
防
災
避
難
訓
練 

東
郷
学
園 

十
一
～
十
三
日 

あ
す
な
ろ
会
「
味
噌
仕
込
み
」 

十 

四 

日
（
土
）
花
い
っ
ぱ
い
運
動
「
花
苗
自
治
会
配
布
」 

十 

六 

日
（
月
）
★
食
育
体
験
『
芋
掘
り
』 

東
郷
幼
稚
園
園
庭 

一 

八 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

  
 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

二 

十 

日
（
金
）
運
営
委
員
会 

 
 

 
  

 

ア
ミ
テ
ィ 

１９
時 

 
 

 
 

お
の
ぶ
っ
祭
実
行
委
員
会 

二
十
二
日
（
日
）
東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会 

★
マ
ー
ク
…
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業(

参
加
型)

の
対
象
事
業
で
す 

 
水
色
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い 

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
報
告 

指
定
管
理
業
務 

 

斧
渕
地
区
コ
ミ
が
薩
摩
川
内
市
か
ら
管
理
委
託
を
受
け
て
い
る
も
の

の
中
で
、
東
郷
共
同
福
祉
施
設
（
ア
ミ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
東
郷
）
と
、
普
通
公

園
（
五
社
上
４
か
所
・
舟
倉
１
カ
所
）
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、 

管
理
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
利
用
者
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 


